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2023.06.02
ページ 訂正箇所 備考

18 確認テスト②（２） 2022.11.29

18 確認テスト②（４） 2022.11.29

28
許可の取り消し等
本文上から３行目

2022.11.29

32 確認テスト①(２) 2022.11.16

51 本文下から２行目 2022.11.16

52
【欠格事由（評議員となること

ができない者）】
2022.11.16

54
定款記載例

（評議員の報酬等）
第8条

2023.01.06

　文言を追加
　６　暴力団員又は暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者
　※１～６までの欠格事由は評議員、理事、監事共通です。
　以下の番号を１繰り下げる(６→７、７→８)

都道府県知事が定の規定による条件に違反し～ 都道府県知事が定めた条件に違反し～

なお、福祉充実計画の承認は、法人監事又は業務委託先である公認
会計士・税理士でも可能なため～

なお、福祉充実計画の確認は、法人監事又は業務委託先である公認会計
士・税理士でも可能なため～

誤 正

社会福祉証人の制度改革を目的として～ 社会福祉法人の制度改革を目的として～

1997(平成９）年の介護保険法の導入によって～ 2000(平成12）年の介護保険制度の導入によって～

福祉サービスを利用するための契約が成立したときは、その利用者に
対し、必要事項を記載した書面を交付しなければならないが、利用者
の許可があれば書面に変えて電磁的方法により手供することも認めら
れている。

福祉サービスを利用するための契約が成立したときは、その利用者に対し、
必要事項を記載した書面を交付しなければならないが、利用者の許可があ
れば書面に変えて電磁的方法により提供することも認められている。

弊社の書籍をご利用いただき、有難うございます。
訂正が出ないようにと努力しておりますが以下の通り、誤りが判明致しました。
お手数をおかけして申し訳ございませんが訂正の上、ご利用下さい。
なお、弊社HP【「ネットスクール」検索→「読者の方へ」】にて訂正資料等の最新情報を閲覧・ダウンロードできますので、ご利用下さいますようお願いいたします。

　＞を追加
評議員に対して、＜例：各年度の総額が○○○○○○円を超えない範囲で、
＞評議員会において別に定める報酬等の支給の基準に従って算定した額
を、報酬として支給することができる。



73
【理事に委任することができな
い事項】

2022.11.16

75 【理事会の決議事項】 2022.11.16

77 【議事録の記載事項】 2022.11.16

111
定款の監査事項２

チェックポイント
2023.01.06

116
３.評議員・評議員会

表の項目（1）
2023.06.02

144 確認テスト②（１） 2022.11.29

149
２.他の事業への資金の繰入

や貸付の制限
項目の２段目

2023.06.02

151
２.他の事業への資金の繰入

や貸付の制限
項目の２段目

2023.06.02

153
２.他の事業への資金の繰入

や貸付の制限
項目の２段目

2023.06.02

社会福祉証人は、社会福祉事業及び～ 社会福祉法人は、社会福祉事業及び～

　文言を追加
　補償契約に基づく補償をした理事及び当該補償を受けた
　理事による報告（法第45条の22の2、一般法人法第118条
　の2第4項）

　重複している文言の一方を削除 　○定款の変更が評議員会の特別決議を経て行われているか。

　文言を追加
　役員、会計監査人に対する補償契約及び役員、会計監査
　人のために維持される保険契約の内容の決定

　文言を追加
　役員、会計監査人に対する補償契約及び役員、会計監査
　人のために維持される保険契約の内容の決定

（1）議員の選任 （1）評議員の選任

他の事業への組替使用（資金の貸付） 他の事業への繰替使用（資金の貸付）

他の事業への組替使用（資金の貸付） 他の事業への繰替使用（資金の貸付）

他の事業への組替使用（資金の貸付） 他の事業への繰替使用（資金の貸付）



156
措置費支弁対象施設に対す

る弾力運用について
項目の一番下

2023.06.02

159
保育所に対する弾力運用の

段階的緩和
本文最終行

2023.01.06

161
積立資産の積立項目のクリア

すべき要件３までの内容
２行目

2023.01.06

162
＜弾力的な運用＞
項目の一番最後

2023.06.02

168

モデル経理規程
【第１章　総則】

第８条
項目・主な内容１行目

2023.01.06

174
第53条

主な内容
注意点・補足ともに

2023.01.06

207
扶養親族数

超重要
４行目

2023.01.06

207
扶養親族数

超重要
７行目

2023.01.06

227 本文上から３行目 2022.11.29役員負等名簿 役員等名簿（負の文字を削除）

保育所施設・整備積立資産（土地の取得費を含む）の積立が可能。 保育所施設・設備整備積立資産（土地の取得費を含む）の積立が可能。

申告された源泉控除対象配偶者または扶養親族のうちに・・・

評議員会

本人が障害者、寡婦、ひとり親または勤労学生に該当するときは・・・

申告された同一生計配偶者または扶養親族のうちに・・・

保育所施設・整備積立資産（修繕積立資産、備品など購入積立資産を
統合※土地の取得費を含む）

保育所施設・設備整備積立資産（修繕積立資産、備品など購入積立資産を
統合※土地の取得費を含む）

統轄会計責任者、会計責任者、出納職員 統括会計責任者、会計責任者、出納職員

評議委員会

本人が障害者、寡婦（寡夫）または勤労学生に該当するときは・・・

他の事業への組替使用（資金の貸付） 他の事業への繰替使用（資金の貸付）

他の事業への組替使用（資金の貸付） 他の事業への繰替使用（資金の貸付）



238
第３章確認テスト解説

①(１)
2022.11.16

240
第４章確認テスト解説

①（３）
2022.11.16

244
第６章確認テスト解説

①（４）
2022.11.29

254
サンプル問題解説

２ ⑤
2022.11.29理事会の議事録は、出席した理事及び幹事の署名が必要ですが～ 理事会の議事録は、出席した理事及び監事の署名が必要ですが～

ISBN978-4-7810-0330-6  C1034 　\2800E

社会福祉法人の法人理念や経営理念は、経営者のみではなく当該社
会福証人で働くすべての職員で共有することで、提供する福祉サービ
スの質の向上を図ることができます。

社会福祉法人の法人理念や経営理念は、経営者のみではなく当該社会福
祉法人で働くすべての職員で共有することで、提供する福祉サービスの質の
向上を図ることができます。

評識員の任期は、選任後４年以内に終了する事業年度のうち最終のも
のに関する定時評議員会の終結の時までが原則です。

評議員の任期は、選任後４年以内に終了する事業年度のうち最終のものに
関する定時評議員会の終結の時までが原則です。

解説文の文言を追加

障害者福祉事業の対価として受け取る自立支援給付費を主たる財源として
いる施設などの運営に関する経費などの資金の使途は原則として制限はあ
りません。ただし、他の事業への繰入については一定の要件を満たす場合に
ついてのみ認められます。
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